


















❸ 上から掛ける

❶ バック側へ
　 引き出す

❹ ２周巻きつけ

❷ 下から掛ける

❺ 引っ張る

引き抜く

ハンドルハンドルハンドル

ロック解除　　　

アンチリバースカム

❷ 取り外す

❶ ２～6回転

正転
（時計回り）
正転

（時計回り）
正転

（時計回り）

２回転以上
逆転
（反時計回り）
逆転
（反時計回り）
逆転
（反時計回り）

ロック

ギアループギアループギアループ
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下降手順 下降手順

1 メインロープのロック 2 充電ドライバーの取り外し

※�ロープの伸びの分、正転方向（時計回り）の
力が働いており、充電ドライバー自体が回
転しようとするため注意してください。

充電ドライバーが引き抜けない場合

充電ドライバーをバック側から見て正転方向
（時計回り）に回転させる。

※�メインロープをフロント側へ引き出さな
いでください。フロントカバーが割れて 
メインロープがプーリーから外れ墜落す
る危険があります。

※�ロープの伸びの分、正転方向（時計回り）
の力が働いており、ハンドル自体が回転
しようとするため注意してください。

3 本製品に掛かっている荷重の除去

下降手順

※�荷重が抜けるまで、ハンドルから手を
離さないでください。

1  ��充電ドライバの取り外し 1  ��ハンドルの取り付け

2  ��アンチリバースカムに掛かる 
荷重の除去

4  ��ハンドルに掛かる荷重の除去

5  ��ハンドルをポケットに収納

3  ��アンチリバースカムのロック解除

2  ��ギアループへ取り付け

※ 停止状態からの説明です。
正転：時計回り　逆転：反時計回り

NSC Power Ascender 
04_ 下降及びディッセンダーへの切替手順
https://youtu.be/u1Qk8pvfGXM



 ほどく
フロントホルン

バック
ホルン

アンチリバースカム

ロック

❷ 右手の握力でスピードを
 　調整しながら下降する

❶ バック側へ
 　引き出す

DOWNDOWN
正転
（時計回り）
正転
（時計回り）
正転
（時計回り）
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下降手順 下降手順

4 下降

※ �荷重が小さい場合や気温が低い場合は、
下降スピードが遅くなります。 
荷重が小さすぎる場合は下降できません。

※�フリクションバルジ及びバックホルンとの
摩擦抵抗を利用しながら下降します。

5 停止

※�「 下降手順 1・3・4 」参照。

6 再下降

1  ��右手でメインロープを握る

2  ��メインロープのロック

1  ��メインロープをほどく

2  ��下降

1  ��メインロープをほどく

2  ��本製品に掛かっている荷重の除去

3  ��下降

アンチリバースカムを使用しない方法

��メインロープをフロントホルンとバッ
クホルンへ 3・4 回巻き掛ける

メインロープをロックする

※�「 下降手順 1 」参照。

停止後すぐに再下降する場合

3  ��アンチリバースカムのロック

MEMO

•	正転：時計回り　逆転：反時計回り



プルージックロープ

アッパーロープ
ガイド

フロント
ホルン

バック
ホルン

フリクション
バルジ

メインロープ

カラビナ

フルハーネス

メイン
アタッチメント

22 23

下
降
手
順

下
降
手
順

下降手順 下降手順

※ ハンドルを取り外し収納している状態 ( 下降手順 3）からの説明です。

1 プルージックロープの取り付け ※�プルージックロープは別途手配してください。

1  ��プルージックロープを巻き掛ける

2  ��カラビナで取り付ける

左手でプルージックロープを下に引
き込む

1  ��ハンドルを差し込んで逆転させ、
メインロープを巻き上げる

2  ��プルージックロープが緩んだら、
メインロープを前後のホルンに
ロックする

プルージックロープが緩まない場合

プルージックロープが充電ドライバーのキーレスチャックに触れていないことを確認してください。 
（プルージックロープがキーレスチャックとの摩擦熱で溶けて切断するおそれがあります。）

プルージックロープが付いている状態で登高する場合

3  ��ハンドルを取り外す
※�正転方向（時計回り）の力がハンドル

に掛かっているため、荷重に合わせて
正転方向に回転させてください。

3 再下降2 下降と停止

1  ��メインロープを持つ
※�左手はプルージックロープ上部、 

右手はアッパーロープガイドから出て
いるメインロープをしっかりと持ってく
ださい。

4  ����メインロープを持ち、再下降する
※�左手はプルージックロープ上部、 

右手はアッパーロープガイドから出て
いるメインロープをしっかりと持ってく
ださい。

3  ��下降する
※�フリクションバルジ及びバックホルン

の摩擦抵抗と、右手の握力で下降速度
を調整しながら下降します。

2  ��メインロープをフロントホルン 
からほどく

※�両手がメインロープおよび本製品から
離れると、プルージックロープが効いて
自動で下降が停止します。

4  ��下降中に両手を離す

 プルージックロープによる下降時自動停止システム

回転方向：正転（右回転、時計回り）



❶ 取り付け

❷ ロック

❸ ロック

ロープクランプ

ロック機構を備えた
4倍力システム

メインロープ

引く

たるみを付ける
４倍力
システム

メインロープ

ディッセンダー

OPEN

❶ ロック解除

❷ 取り外す

CLOSE

❷ 移動

❶ ロック
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ディッセンダーへの切り替え ディッセンダーへの切り替え

3  メインロープの取り外し

ディッセンダーへの切り替え
1 ４倍力システムの取り付け

※�ロープクランプは爪付きではなく、 
1 ポイントのビレイとして考えられるものを
使用してください。 

（例：ペツル製シャント）

2 ディッセンダーへの切り替え

2  ��ディッセンダーの取り付け1  ��４倍力システムへの荷重移動

5  本製品の取り外し

※�本製品に掛かっている荷重を４倍力システム
へ移します。

※�充電ドライバーが接続されているラン
ヤードとは別のランヤードのカラビナを
本製品の開口部に掛けて、落下防止処置
をしてください。

※�停止状態からの説明です。

4  ��フロントカバーを閉める

NSC Power Ascender 
04_ 下降及びディッセンダーへの切替手順
https://youtu.be/u1Qk8pvfGXM



引く

たるみを取る

メインロープ

DOWN

引く

ディッセンダー

❶ 緩める

❷ 取り外す

❸ 取り外す

❹ 取り外す

４倍力
システム

ロープクランプ
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ディッセンダーへの切り替え ディッセンダーへの切り替え

アッセンダーへの切り替え

1  ��ディッセンダーへの荷重移動 2  ��４倍力システムの取り外し

※�４倍力システムに掛かっている荷重を
ディッセンダーに移します。

登下降手順と同じ手順
※�本製品をアンカーに取り付けてプーリーに

ロープを巻き掛けたとき、アンチリバースカ
ムと逆側のロープに資材や人が接続されて
いれば正常です。

4 下降3 ４倍力システムの取り外し

資材や人の引き上げ／引き下げ

※�「 ディッセンダーへの切り替え 1・2 」参照。

1  ��ディッセンダーの取り付け

2  ��チェンジオーバーを行い、 
ディッセンダーからアッセンダー
へ切り替え

3  ��アッセンダーで登高

MEMO MEMO

正転：時計回り　逆転：反時計回り 
※登高・引き上げ時の回転は逆転です。



28 29

定
期
点
検
／
お
手
入
れ
／
保
管

定
期
点
検
／
お
手
入
れ
／
保
管

定期点検／お手入れ／保管 定期点検／お手入れ／保管

定期点検／お手入れ／保管

NSC パワーアッセンダー本体 チェック 判定

NSC パワーアッセンダー全体の傷や凹み状況

本製品を振ったときの異音

ベースプレートの状況（こすれ、削れ、ヒビ割れ等がないか確認してください）

マイクロスイベルの可動及びスクリューの取り付け状況

ギヤカバーとベースプレートの取り付け状況 
（�バックカバーのボルト 6 本を取り外して、ギヤカバーをベースプレートに固定 

しているボルトにゆるみがないか確認してください）

バックカバーの取り付け状況 
（取り外したバックカバー固定用ボルトを締め、増し締めしてください）

フロント及びバックホルンの取り付け状況 
（バックホルン側からホルン取り付けボルトにゆるみがないか確認してください）

フロント及びバックホルンの摩耗状況

フロントカバーの開閉具合

フロントカバーラッチの閉まり具合 
（フロントカバー内側からラッチ固定ビスのゆるみがないか確認してください）

フロントカバーヒンジの取り付け具合 
（�ベースプレート裏側から、フロントカバーヒンジの固定ボルトにゆるみがないか

確認してください）
フロントカバー自体の割れと内側のこすれ具合
プーリーとベースプレートの取り付け状況 

（プーリー正面から視認できる固定ボルトにゆるみがないか確認してください）
プーリー内部の摩耗状況
アッパーロープガイド及びプーリーロープガイドの取り付け状況 

（�アッパーロープガイドはベースプレートバック側から、プーリーロープガイドは 
ベースプレートフロント側から固定ボルトのゆるみを確認してください）

アッパーロープガイド及びプーリーロープガイドの摩耗状況

アンチリバースカムべースのベースプレートへの取り付け状況 
（�ベースプレートフロント側から、アンチリバースカムベース固定ボルトのゆるみ

を確認してください）

アンチリバースカムとアンチリバースカムベースの取り付け状況 
（アンチリバースカムを指で動かして、スムーズに動くか確認してください）

アンチリバースカムのロック機構の取り付け状況 
（�アンチリバースカムロック機構を指で動かしてスムーズに動作するか確認してください）

アンチリバースカムの摩耗状況

※異常が発見された場合、直ちに本製品の使用を中止してください。墜落する危険があります。

※ �十分な知識を持つ適任者が定期点検を行ってください。 
（�定期点検の内容及び定期点検を行うために必要な資格は、国や地域における法規や使用状態に

より変わります。）

※パーツ交換を除き、ケンテックシステムズテック施設外での本製品の改造および修理を禁じます。

付属品 チェック 判定

ハンドルとシャフトの取り付け状況 
（シャフトをロックしているボルトにゆるみがないか確認してください）

セットカラーとシャフトの取り付け状況 
（セットカラーをロックしている固定ボルトにゆるみがないか確認してください）

シャフトとリングの取り付け状況
リングとスマートリールの取り付け状況 

（スマートリールのベルトに切れこすれがないか確認してください）

充電ドライバー チェック 判定

充電ドライバーの正転防止リングの取り付け状況

充電ドライバーのバッテリーの状況

充電ドライバーのキーレスチャックとシャフトの取り付け状況 
（キーレスチャックの締め付け及びゆるみ具合を確認してください）

充電ドライバー自体の落下防止処置の状況 
（�ストラップの切れこすれ、フックの固定ビスのゆるみ、スチール製オーバル型 

クイックリンクのゲートが確実に閉まっていることを確認してください）

お手入れ

付着したゴミを取り除き、乾いた布で拭く
•	�シンナー、アルコール、ベンジン、パーツ 
クリーナーなどを使用しないでください。

•	�本製品及びギアを分解しないでください。 
（ギアはメンテナンスフリーです。）

•	�アンチリバースカムの可動部には、ロープに
潤滑油がつかないように、定期的にモリブデン
配合の機械用潤滑油を注油してください。

保管

付属のアルミケースに収納する
•	�水に濡れている場合は、完全に乾かしてから

収納してください。

•	�直射日光が当たる場所、車中、水や湿気の多
い場所、ゴミやほこりの多い場所、子供の手の
届く場所、ガソリンや軽油などの燃料のある場
所、化学薬品のある場所は避けてください。

定期点検  〜 下記に従い、３カ月ごとに実施してください 〜 　点検日付 ：      　 年        月        日           点検者名：
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諸元表 諸元表

諸元表
性能一覧 結果 備考

本
体

重量 4.40 kg 充電ドライバー含まず
サイズ 200×200×90 ㎜ 充電ドライバー含まず

適合ロープ MBS（最低破断強度）35.0 kN 以上、
伸び率 3% 以下のスタティックロープ

11.0 mmはMarlow Ropes
（マーロー ロープス）の
PROTEC 500 専用

適合ロープ径 11.0 mm もしくは 12.5 mm（12.7 mm） 適合ロープ径専用（共用不可）

動力 別売 充電ドライバー 
※�インパクトドライバー使用厳禁

推奨充電ドライバー バッテリー容量 36V 2.5Ah 以上の
バッテリーを使用する充電ドライバー 2,000 rpm 以上推奨

使用距離

バッテリー36V 4.0Ah、充電ドライバー
回転数 2100 rpm での使用時  90 m

バッテリー 100％充電、 
2.00 kN 荷重、気温 20 ℃

バッテリー 40V 4.0Ah、充電ドライバー
回転数 2600 rpm での使用時 100 m

バッテリー 100％充電、 
2.00 kN 荷重、気温 20 ℃

ギア許容平均入力回転数 3000 rpm ギア最高入力回転数 4500 rpm

性
能

通常運用荷重 2.00 kN ー
最大運用荷重 2.50 kN ー

上昇速度

入力回転数 2000 rpm  
10.0 m/ 分（外気温 20 ℃） 2.00 kN 荷重

入力回転数 2600 rpm  
13.0 m/ 分（外気温 20 ℃） 2.00 kN 荷重

入力回転数 4000 回転時 20.0 m/ 分 理論計算値（2.00 kN 荷重）
下降速度 0 ～ 29.0 m / 分（外気温 20 ℃） 2.00 kN 荷重
防塵 / 防水性 IP56 IEC60529、JISC0920 
MBS 35 kN 以上 ー
騒音レベル 76 dB 自社試験・騒音計
耐用年数 特に設けていません。 ー
保証期間 3 年 保証内容は本書に記載
使用温度域 -10 ℃～ 45 ℃まで ー

そ
の
他

付属品 
専用アルミケース 1 個、マイクロスイベル１個、ハンドル 1 個、 
シャフト 2 本、セットカラー 1 個、リング 1 個、スマートリール 1 本、
取扱説明書 1 冊、使用前点検表 1 枚

連続使用可能距離 バッテリー 1 個分 （通常運用荷重時） 

バッテリー 1 個を使用する度に
15 分の休憩が必要 

（�充電ドライバーの取り扱いに
関しての注意事項）

加熱保護 なし ー

※�本製品を使用する際は、充電ドライバーのトルク管理を行い、最大運用荷重以上の荷重が本製品に
掛からないよう注意してご使用ください。

※�本製品は、入力回転数が 3,000 回転以上で本来の性能を発揮するように作られています。
※本諸元表のデータは、充電ドライバーのメーカー及びバッテリーの違いにより変動します。

Rescue タイプ Standard タイプ
性能一覧 結果 備考

本
体

重量 4.80 kg 充電ドライバー含まず
サイズ 220×205×90 ㎜ 充電ドライバー含まず

適合ロープ EN1891 タイプ A セミスタティック
ロープ 伸び率 3 ％以内

Marlow Ropes（マーロー ロープス）
PROTEC 500 推奨

適合ロープ径 11.0 mm ー

動力 別売 充電ドライバー 
※�インパクトドライバー使用厳禁

推奨充電ドライバー バッテリー容量 36V 2.5Ah 以上の
バッテリーを使用する充電ドライバー 2,000 rpm 以上推奨

使用距離

バッテリー 36V 4.0Ah、充電ドライバー
回転数 2100 rpm での使用時 160 m

バッテリー 100％充電、 
1.00 kN 荷重、気温 20 ℃

バッテリー 40V 4.0Ah、充電ドライバー
回転数 2600 rpm での使用時 170 m

バッテリー 100％充電、 
1.00 kN 荷重、気温 20 ℃

ギア許容平均入力回転数 3000rpm ギア最高入力回転数 4500rpm

性
能

通常運用荷重 1.35 kN ー
最大運用荷重 2.00 kN セルフレスキュー時のみ使用可能

上昇速度

入力回転数 2000 rpm  
15.0 m/ 分 （外気温 20 ℃） 1.00 kN 荷重

入力回転数 2600 rpm  
19.5 m/ 分 （外気温 20 ℃） 1.00 kN 荷重

入力回転数 4000 回転時 30.0 m/ 分 理論計算値（1.00 kN 荷重）
下降速度 0 ～ 30.0 m/ 分 （外気温 20 ℃） 1.00kN 荷重
防塵 / 防水性 IP56 IEC60529、JISC0920 
MBS 35 kN 以上 ー
騒音レベル 76 dB 自社試験・騒音計
耐用年数 特に設けていません。 ー
保証期間 3 年 保証内容は本書に記載
使用温度域 -10 ℃～ 45 ℃まで ー

そ
の
他

付属品 
専用アルミケース 1 個、マイクロスイベル１個、ハンドル 1 個、 
シャフト 2 本、セットカラー 1 個、リング 1 個、スマートリール 1 本、
取扱説明書 1 冊、使用前点検表 1 枚

連続使用可能距離 バッテリー 1 個分 
（通常運用荷重時） 

バッテリー 1 個を使用する度に
15 分の休憩が必要 

（�充電ドライバーの取り扱いに
関しての注意事項）

加熱保護 なし ー
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規格

本製品はどの国の規格も取得していません。

（2020 年 11 月現在、パワーアッセンダー自体の規格がどこの国にも存在していません。）

お客様の個人上に関する取り扱いについて

お客様の個人情報は、当社プライバシーポリシーに基づいて適切に管理、 取り扱いさせていただきます。
詳細は当社ホームページをご覧ください。 

https://kentechsystems.net/privacy-policy2/

修理

•	修理、取り扱い、お手入れなどのご相談は、お買い上げの販売店へご連絡ください。

•	本製品の修理は、ケンテックシステムズのみで可能です。使用者自ら修理を行わないでください。

•	�修理すれば使用できる製品については、ご要望により修理させていただきます。 
（保証対象外の場合は、有償修理となります。）

•	疑問点や不明点は（有）ケンテックシステムズ（TEL049-241-8364）にご相談ください。

保証

•	保証期間：お買い上げ日から 3 年間 

•	�原材料及び製造過程おける全ての欠陥並びに通常の使用において発生する製品の欠陥に起因する
故障のみ、保証の対象となります。 

（�通常の磨耗や傷、酸化、不適切な保管方法、メンテナンスの不足、事故または過失による損傷、不適
切または誤った使用方法による故障、分解、改造、落下、本体内部への液体や異物混入、過荷重、不
適切な調整、取扱説明書に準じない使用方法で故障した場合は保証対象外となります。）

•	�極めて異例な状況において使用した場合、１回の使用で本製品に損傷が生じ、その後使用不可能と
なる場合がありますが、保証対象外となります。  

（�劣悪な使用環境、海に近い環境での使用、水没、鋭利な角との接触、極端な高温及び低温下での使
用や保管、化学薬品との接触、高圧電線との接触等 )

•	�本製品は分解できない構造になっていますので、絶対に分解しないでください。分解した場合は使
用を中止してください。 

（ケンテックシステムズによって本製品の分解が確認された場合は、全ての保証対象外となります。）



34 35

M
E

M
O

M
E

M
O

MEMO MEMO

MEMOMEMO



有限会社 ケンテックシステムズ

〒350−1162
埼玉県川越市南大塚1-24-3

TEL：049-241-8364
FAX：049-265-6120

https://kentechsystems.net

NSCPA-JPN 2020.11

お問い合わせ先

k-ogura@kentechsystems.net
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